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地局であるアクセスポイント(AP : Access Point)は外部のネットワークへは有線で接












 したがって，本論文では，ゲートウェイノードであるMPP(Mesh Point collocated 
with a Portal)にWFQ(Weighted Fair Queuing)を導入し，更に重み付けポリシをホ
ップ数ベースに変えることで，下り方面の優先制御を可能にし，フロー数の増大に対
応可能な方式案を提案し，シミュレーションを行った．評価実験の結果，提案方式は，
先行方式において課題として残った下り方面の輻輳を回避することを達成し，ホップ
数の違いによる不公平性の低下とネットワーク資源利用の効率化に効果があること
を示した． 
 
